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2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

実査期間 2024年2月1日～3月1日　　

対象者 学士課程 4年生　 443名

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

方   法 web調査  メールによる依頼のみ　集合回答なし  報酬/回答条件*なし

回収数/率 289     65.2%

無効回収基準  全設問に無回答

有効回収数/率 286     99.0%



現代家政 56.5
生活デザイン 58.3
児童 78.0
食物 45.6
人間栄養 77.4

学科別回収率 %

学科別に回収率をみると、児童学科と人
間栄養学科での回収率が、他学科に比べ
あきらかに高かったといえそうです。と
くに児童学科については昨年度と傾向が
反転しました。

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

現代家政 52.0
生活デザイン 64.5
児童 53.2
食物 60.9

人間栄養 73.7

昨年度 %

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

在学中、つぎの活動に、どのくらい力を入れましたか ?

卒業論文や卒業研究
アルバイトや有給の活動

専門科目の講義
専門科目の講義以外の演習や実習

専門科目や語学以外の授業
自学・自習
語学の授業

インターンシップ
研究会活動

ボランティア活動
学外サークル・部活動
学内サークル・部活動

国内での研修・交流活動
留学や海外での研修・交流活動
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(とても)熱心に2項加算 ほとほどに 熱は入らず (ほとんど)しなかった 2項加算 無回答

昨年度
卒業論文や卒業研究

専門科目の講義
アルバイトや有給の活動

専門科目の講義以外の演習や実習
専門科目や語学以外の授業

自学・自習
語学の授業

インターンシップ
研究会活動

ボランティア活動
学外サークル・部活動
学内サークル・部活動

国内での研修・交流活動
留学や海外での研修・交流活動

0% 20% 40% 60% 80% 100%



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

授業時間外の学習について、どの程度の経験をしましたか ?

よい友人に出会えたこと
よい教員に出会えたこと

自主的に学習できる場の活用
図書館の活用
学外での活動

学術文献の活用
語学の自由に使える学習の設備や機会の活用

学内のe-learningコンテンツの活用
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい友人に出会えたこと

よい教員に出会えたこと

自主的に学習できる場の活用

図書館の活用

学外での活動

学術文献の活用

語学の自由に使える学習の設備や機会の活用

学内のe-learningコンテンツの活用
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなり+多めに経験した それなりに経験した すこしだけ経験した 経験しなかった 無回答

昨年度

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

授業時間外におこなった学習についてコメントがあれば記してください

・classroomで出された課題をやることが多かった。 
・ゼミ活動において、自分が興味を持ったことを熱心に研究できたと思う。研究する環境が用意されてお
り、取り組みやすかった。 
・テスト前に授業科目の復習をかなり時間をかけてやりました。 
・パソコンを通して課題をしたり試験勉強の為に日々問題集を取り組んだりしました。 
・漢字検定、色彩検定、韓国語などの勉強を自主的にしました。 
・教員採用試験勉強 
・語学授業の難易度が低すぎて（英語）水準が少し高かったらという残念さがありました。 
・資格取得の勉強 
・授業の復習や課題 
・習ったことを基本に、興味をもったことを調べたり、作ったりした。 
・森のようちえんの活動は、自然の中で活動する術や子どもたちが楽しんでくれるようなプログラム作り
など、様々なことを学ぶことが出来た。 
・水道の博物館に行きました 
・卒論の研究や模擬授業の練習や資料作り 
・地下の自習室、許可がないと使用できないと張り紙あるのがどうにかしてほしい。自習するのにいちい
ち許可取らないといけないのは面倒。毎日使ってるわけじゃないんだから、使う予定があるならそれがわ
かるようにしてほしい。勝手に使わないでは、学ぼうとしてる学生にとっては厳しすぎ。 
・民間資格の勉強

「特になし」といった回答以外のすべて記述のまま



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

卒業論文や卒業研究の計画や成果、その適切性と満足度

研究の計画

研究の進行
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計画と進行は8割方、適切にできた。

内容と成果にはそれ以上に満足できた。

研究の計画

研究の進行
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とても適切にできた 適切にできた 不十分なところがあった 不十分であった 無回答

研究した内容

研究の成果
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とても満足できた 満足できた 満足できないところがあった 満足できなかった 無回答

昨年度

昨年度

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

卒業論文や卒業研究の計画や成果、その適切性と満足度 
これらの自己評価についてコメントがあれば記してください。

・いい卒論ができたと思う 
・とてもよくできたと思う。 
・なかなか思うような結果にならなかったので、悔しいですが、いい経験ができたと思います。 
・はっきりとした結果を残すことができなかったのが少し心残りで悔しかったです。 
・楽しく研究をすることができた。 
・興味のあることからテーマを絞り、少しずつ資料を集めていくなどの計画が必要だと思う。 
・計画的ではなかったが、とても達成感を味わえるものが完成できたと思います。 
・現在ある論文で深く触れられていない内容ができ、良かった。 
・今までは、研究(実験)は授業で先生に言われた通りにしかやったことが無く、一から研究内
容を考えて行った事がなかったので良い経験になった。 
・今年行うので現段階では行っていません。 
・卒論に向けて今期にやれることはできたと思います。 
・第1希望のゼミに参加できたため、自分が研究したいことに熱心に取り組めた。また、同じ
ゼミの友人の研究を通じて、自分の考えが深まった。 
・忙しいわりに、作業を進めることができた。

「特になし」といった回答以外のすべて記述のまま



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

大学生活を全体に振り返り、総合的な満足度を表現すると、
いかがでしたか

2%
18%

58%

21%

1%

26%

57%

16%

とても満足であった 満足であった
満足したとはいいきれない 満足できなかった
無回答

昨年度

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

「大学生活を全体に振り返り、総合的な満足度を表現すると、いか
がでしたか」の回答について、その理由など補足コメントがあれば
記してください。
・1，2年生の時期がコロナ過とかぶり、オンライン授業であったため、学内施設、イベントやサークル・部活動、
友人関係など、大学生活を半分以上の期間、満喫できなかった（損をした）と感じているため。 
・1.2年ではほとんど大学に通うことが出来なかったため。しかし、教職をとっていたため、友人との交流は多く
あったので良かった。 
・1.2年はほぼ自宅で実習等が十分に行えなかったことが不満であったが、全体を通すとよく頑張ったと思う。 
・1.2年間オンラインが多く、大学に通えなかったため。 
・1.2年時にコロナウイルスの影響で学校施設、設備の活用をうまく使いきれなかったと同時に情報もうまく得る
ことができなかった。 
・1.2年生のコロナ期間が無ければもっと楽しくて充実した学生生活が送れたと思うから 
・1年生の時は、コロナでほとんど学校に行けなかったが遠隔で授業を受けることが出来たし、2、3、4年生は比
較的学校に行くことが出来たので良かった。バスの時間に追われることが多かった。 
・3年前期までずっとオンラインで思うような学生生活を送れなかった 
・あんまり行った感じがしないから 
・コロナウイルスの期間 
・コロナがあったため、最初の2年間を無駄にしてしまった感がある。 
・コロナがなければもっと学生生活楽しめたかなと思います。 
・コロナで調理実習などやりたかったのにできなかったことがあるため 
・コロナで通った実感がないから 
・コロナのせいもあり、オンラインだったり対面だったり授業形態が定まらず初めてのことに振り回されたため。 
・コロナの影響でオンラインの期間が長く、大学生らしい生活をする機会が少なく感じたから。 
・コロナ禍で2年近くオンラインだったため。 



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

入学時の自分を振り返ると、今の自分は総合的に、どのくらい成長
したと感じますか。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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著しく成長した 大きく成長した 成長した まあ成長した
それほど成長しなかった 成長しなかった むしろ退化した

昨年度

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

成長感の自己評価についてコメントがあれば記してください。 
・計画性がよりついた。 
・高校生までは、実験の考察を書くのが苦手だったけど、大学で色んな実習や卒業研究をやってきたおか
げで考察の苦手意識が薄れた。 
・実習を通してとても強くなったと思います。保育士として、子どもの基礎を培うこと、安全を保証する
ことなど、責任感を持つことができるようになったと思います 
・実習等を経験し社会へ出ることの覚悟、自分がどれだけ社会に出るために足りないところがあったのか
を学べ、在学中にできることを探すことができた。 
・人前で話すことに抵抗がなくなった！ 
・大学がいちばん勉強したと思いますし、今まで知らなかった内容を大きく吸収できたよ4年間だと思う
からです。 
・大学での学習はもちろん、アルバイトや就職活動を通して様々なことを学び、成長できたと思う。 
・大学に入る前まではこんなに積極的に物事をやるタイプではなかったのに、大学生になったら色々と取
り組めるようになったことに自分でも驚いています。 
・大学入学時がコロナ禍で、行動しないと何も始まらなかったため、興味があることに対して、まず自分
で行動してみるようになりました。大学入学時から行動力が身に付いたと感じています。また、レポート
や論文を書く際に、信頼できる文献やサイトから情報を得るなど、情報の取捨選択をする力が身に付きま
した。 
・物事を見る視点が、だいぶ変わった。物事を別の角度からとらえることができ、深く考えることがより
できるようになった。また、興味があったことに時間を使えるようになり、さまざまなことに挑戦した。 
・様々なスキルを身につけられました

「特になし」といった回答以外のすべて記述のまま



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

あなたが在学中に学んだこと、身につけたこと、それにもとづく成
長感を考えるとき、それが「大学の授業によって直接・間接的にも
たらされた」と感じられる割合を百分率であらわすなら、どの程度
になりますか。%くらい 

平均 73.0%

昨年度 平均 69.9%
現代家政 65.1
生活デザイン 82.4
児童 78.5
食物 76.3
人間栄養 73.6

学科別

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

上記が100%でなかった場合、大学の授業以外から得たと感じるそ
れの最も大きな拠りどころとなったことがらは何ですか。コメント
も含めて自由に記してください。
1、2年生の頃はコロナで出来なかったことが多かった為、それらが無
ければもっと大学生活を謳歌できたと思う。 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト 
・アルバイト、人間関係 
・アルバイト、友人 
・アルバイト、様々な人との出会いや別れ 
・アルバイトでいろいろな人と関わり、経験を積むことができた。コ
ミュニケーション能力をあげることができた。 
・アルバイトでの経験 

・アルバイトでの経験、オープンキャンパス学生スタッフでの経験 
・アルバイトでの経験や出会った人から得たことは、これから社会に出
た時に必ず役に立つと思う。 
・アルバイトでの社会経験 
・アルバイトでの人間関係や、接客業で学んだマナー 
・アルバイトでの積極性 
・アルバイトでの接客。 
・アルバイトで培った経験 
・アルバイトによる学び 
・アルバイトによる社会経験 
・アルバイトやインターン 
・アルバイトやボランティア活動 
・アルバイトや実習、就職など学外での活動 
・アルバイトや就職活動でも自分が成長したと感じている。 
・アルバイトや日々の生活から。 
・アルバイトを通して、対人関係スキルが高くなりました。 
・アルバイト経験 
・アルバイト経験 
・アルバイト接客業出会ったため、様々な人と関わることができ、自分
自身が成長できたと思ったから。 
・アルバイト先 
・アルバイト先 
・アルバイト先(児童館)の経験 
・アルバイト先のマクドナルド 
・アルバイト先や就職活動などで多くの人と話すことができ、コミュニ
ケーション能力を高めることが出来た 
・アルバイト等 



2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

卒後の進路には、現時点でどの程度満足していますか。
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満足 
81%
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13%
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とても満足 満足 やや満足していない
満足していない 無回答

満足 
82%

昨年度

2023年度卒業生 学修行動卒業時調査 結果

卒後進路満足感の回答について補足コメントがあれば記してください。
・まだ進路が決まっていない為、満足はできていないです。 
・まだ進路を明確に決めていません 
・まだ卒業後の進路が決まっていませんが、将来やりたいことに向けて動けていると思うので、現時点
では満足です。 
・学外実習がきっかけで、自分が何をやりたいのか、見つけることができました。 
・教採受かったから 
・決まっていません。 
・資格を生かす職業に進まないことを決めたが、これでよかったのか不安になる。 
・実家から通える所に就職できた。 
・実際やってみなくては、わからないから。また、卒業先の進路が決まっていることに不満もないが、
満足も別にしていないから。 
・実習先がそのまま就職先になって良かったと思いました。 
・就職先が決まっていて、早めの研修を受けたが周囲とのレベルが違いすぎたことで自信を無くしたか
ら。エージェントを使って流されるまま決めるのではなく、もっと自分に合った職種にすればよかった
と後悔している。 
・就職先をまだ見つけられていないから 
・就職相談室の先生方に、面接内容の対策や面接の練習、就職活動の不安に対する相談等で大変お世話
になった。 
・小さい頃からの夢を叶えられること、大変な実習を乗り越えて保育職につけることはとても満足だ
が、不安が大きいのでまだ分からない 
・進路登録何度もしてるのにいつもしてないというメールが来ますどうしたらいいですか

すべて記述のまま




